
１
　
学
籍
の
記
録

学校名及び所在地

ふ　　り　　が　　な
卒　　業

月

学年
　教科

学年　
１ ２ ３

１

備考（転学の記録など）

評　　　　　　　　　　　　定 ５
 
出
欠
の
記
録

受
検
番
号

※

個 人 調 査 書

出 願 先 学 校

卒業見込
昭和・平成 年 月

氏　　　　　　名 卒業年月

日生 （性別 ）

年

項目  出席しなければ
 ならない日数

欠席日数 欠席の主な理由

２

６
　
特
別
活
動
の
記
録

第
１
学
年

第
２
学
年

３
月　日現在

 自主・自律  勤労・奉仕

イ

ウ

学校長名

８
　
総
合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項

 創意工夫

第
３
学
年

 生命尊重・自然愛護

７

 

第

３

学

年

の

行

動

の

記

録

 基本的な生活習慣  思いやり・協力

 健康・体力の向上

 公共心・公徳心

 責任感  公正・公平

音 楽

別記様式３

北 海 道 手 稲 養 護 学 校 三 角 山 分 校　　高 等 部　　全 日 制 課 程

※印の欄は記入しないこと。

昭和
平成

令和

学校

印

（注） 点
検
者

※

年 月 日作成年月日 令和

記入者氏名

美 術

保 健 体 育

技 術 ・ 家 庭

２
　
各
　
教
　
科
　
の
　
学
　
習
　
の
　
記
　
録

国 語

社 会

数 学

理 科

外 国 語

評定の合計

ア

３
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

４
　
自
立
活
動
の
記
録



(1)  「学校名及び所在地」欄には、在籍学校名及び出身学校名と所在地を記入すること。

(2)  「備考」欄には、外国から帰国した生徒については、その旨を記入すること。

(1)  第１学年及び第２学年については、生徒指導要録に記載されているものに基づいて記入すること。

(2)  第３学年については、出願の時点における学習状況を踏まえて記入すること。

(3)　「評定の合計」欄は、次により記入すること。

(ｱ)  ㋐の欄には、その学年の各教科の評定の合計を記入すること。

(ｲ)  ㋑の欄には、第１学年及び第２学年についてはそれぞれ㋐の欄に記入した数の、２倍した数を、
第３学年については３倍した数を記入すること。

(ｳ)  ㋒の欄には、㋑の欄に記入した数の全学年の総和を（最高 315、最低 63）を記入すること。

学習に関する所見」欄及び３の「総合的な学習の時間の記録」欄は、斜線を引くこと。

(4)  「第３学年の学習に関する所見」欄には、第３学年における観点別学習状況の各教科の評価を含め、

４  ４の「自立活動の記録」欄には、第３学年における学習活動の内容、並びに出願者が学習活動をとおして

して身つけた力など顕著な事項を記入すること。

身につけた力など顕著な事項を記入すること。また自立活動を行っていない場合は、斜線を引くこと。

５　５の「出席の記録」については、選抜の資料として使用しないものとする。「欠席の主な理由」欄は、

６　６の「特別活動の記録」欄には、例えば、特別活動における学級・生徒会の委員経験・学校行事の活動状

７　７の「第3学年の行動の記録」欄は、第３学年についての出願の時点までの状況を踏まえて、特に優れて

３  ３の「総合的な学習の時間」欄には、第３学年における学習活動の内容、並びに出願者が学習活動をとお

各教科全体を通して見られる生徒の特徴などにおいて、特に顕著な事項について記入すること。

８　８の「総合所見及び指導上参考となる諸事項」欄には、個人調査書の１から７までの各欄に記載されてい

９　過年度卒業生については、生徒指導要録に基づいて記入すること。ただし、２の「評定」の「第３学年の

況などを記入すること。

いる分野に○印を記入すること。

ない事項、例えば、出願者の特徴・特技等、学校内外における奉仕活動等及び表彰を受けた行為や活動
（文化活動・スポーツ活動等）、出願者の成長に関わる総合的な所見など、出願者の長所を把握する上で
参考となるような事柄や進歩の状況について記入すること。また、学力検査を実施しない各教科のそれぞ
れの学習の成果も、特に顕著な事項があれば記入すること。

　　具体的に記入すること。

別記様式３　普通科　普通学級用

記入上の注意点について

１　１の「学籍の記録」欄について

２　２の「評定」欄は、次により記入すること。


